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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 
確かな学

力の育成 

・「授業に意欲的に取

り組んでいる」と

答える生徒 85%以

上 

・「授業に満足してい

る」と答える生徒

80%以上 

・「授業以外で自主的

に学習に取り組ん

でいる」と答える

生徒 70％以上 

 （塾や放課後の補

習等も含む） 

・授業でＩＣＴを活

用した職員の割合

80％以上 

・「授業に意欲的に取り組

んでいる」と答える生徒

88％。 

・「授業に満足している」

と答える生徒 84％。 

・「授業以外で自主的に学

習に取り組んでいる」と

答える生徒 55％以上。 

・「授業でＩＣＴを活用し

た」職員の割合 87％。 

Ｂ 

・授業に関する目標は達成

している。細かい授業内

容等については、授業評

価アンケートの結果を参

考にしながら、継続して

改善を図っていく。 

・自主的学習について、塾

や放課後補習を含むとし

たことで、昨年度より数

値が増加したが、まだ十

分とはいえない。 

・ＩＣＴ環境が整い、ＩＣ

Ｔ活用は加速化した。効

果的な活用法を検討する

段階に入ったので、来年

度の課題としたい。 

・「進路実現のための

努力をしている」と

答える生徒 80%以

上 

・新しい大学入試に

対応した指導の実

施（授業・検定・進

路課外等） 

・進路課外等の計画

的実施 

・スタディサプリを

活用した特進クラ

スの個別最適学習

指導の検証 

・「進路実現のための努力

をしている」と答えた生

徒 83％。 

・生徒に対して様々な場面

で教科指導や面接・小論

文指導等の支援を行うこ

とができた。 

・各学年で放課後課外や朝

小テストを実施した。 

・「スタディサプリの動画

等は分かりやすい」87％、

「到達度テストにより、

理解度や課題が明確にな

った」80％。（１・２年特

進クラスアンケート） 

Ａ 

・本校では学校推薦型選抜

を受験する生徒が多いた

め、面接・小論文指導を

全教員で手厚く行ってい

るが、一般選抜に向けて

教科の学力を向上させる

必要がある。また、総合

型選抜で不合格となる生

徒は志望理由が明確でな

いことが多いため、その

対策にも力を入れたい。 

・スタディサプリは、学習

習慣の定着や習熟度別学

習に効果があるため、来

年度も継続していく。 

・月末読書量統計調

査の実施 

・１、２年生を対象

とした読書強化週

間の実施 

・年間７冊（11 月末

６冊）以上の生徒

80％以上 

・図書室を活気づけるた

め、「読み聞かせ会」「推

しトーク」などの新イベ

ントを企画・実施した。 

・図書強化週間を１・２学

期に１回ずつ開催した。 

・11 月末時点で６冊以上本

を読んだ生徒は 57％。 

Ｂ 

・イベントに多数の生徒が

参加し大盛況だった。来

年度もイベントを継続し

図書室を活気づけたい。 

・６冊以上本を読んだ生徒

が目標を大きく下回っ

た。朝読書及び長期休業

前の貸出を推奨してい

く。 
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・教科主任会議年間

３回の実施 

・他教科の評価方法

等の情報共有によ

る適正な観点別評

価実施に向けた改

善推進 

・教科主任会・研修会を年

３回実施した。 

・教育課程及び観点別評価

を改善・見直し、令和８

年度から変更する。 

Ａ 

・令和８年度教育課程、令

和８年度観点別評価の変

更に関わる会議を重ね、

変更案や課題等を議論す

ることで、教員の意識が

向上し、良い研修となっ

た。 

教員の授

業力向上 

・チャレンジ授業一

人年間１回以上、

他教科も含む授業

見学２回以上の実

施 

・ロイロノート等を

使った「効果的な

ＩＣＴ活用による

授業改善」研修の

実施 

・チャレンジ授業の実施率

は 100％だった。また、授

業見学の実施率は 84％で

あった。 

・ロイロノート活用研修を

２回実施し、授業改善に

役立てることができた。 

・予備校等の指導力向上セ

ミナーに２名が参加し

た。 

Ａ 

・互いの授業を見学し合う

チャレンジ授業は、授業

を見直す良い機会となっ

ている。 

・研修で学んだロイロノー

トを積極的に活用する教

員が増え、学び合う雰囲気

が高まった。次年度も継続

して、ＩＣＴ活用を推進す

るとともに、教育課程を意

識した授業研究を行って

いく。 

イ 

「時を守

り、場を

清め、礼

を正す」

指導と規

範意識の

醸成 

・各学年初期・中期

指導６時間以上 

・「8:25 朝読書開始が

できている」と答

える生徒 80％ 

・学年集会の開催年

間８回以上、集会

時の遅刻０% 

・「時間を管理し、家

庭学習の開始時間

を守ることができ

た」と答える生徒

80%以上 

・各学年において集会など

を実施し効果的な指導が

できた。 

・「8:25 に朝読書開始がで

きている」と答えた生徒

98％。 

・「時間を管理し、家庭学

習の開始時間を守ること

ができている」と答えた

生徒 60％。 

Ｂ 

・各学年においてタイミン

グを見て、指導を実施す

ることができた。その一

方で、時間に余裕がある

行動とは言えない部分も

ある。タイムマネジメン

トという観点で見ると、

更に高いレベルでの指導

が必要と感じている。 

・前年度よりも効果的に手

帳を活用することができ

たが、約 40％の生徒は家

庭学習の開始時間が守れ

ていない。時間管理の大

切さを生徒に理解させる

ことが課題である。 
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・「清掃時に自分の役

割を果たし、校内

美化に努めた」と

答える生徒 80％以

上 

・「家庭ごみの持ち帰

り、ごみの分別等

のルールを守るこ

とができた」 と答

える生徒 80％以上 

・整備委員を中心に具体的

に場所を絞って清掃活動

を行った結果、「清掃時に

自分の役割を果たし、校

内美化に努めた」と答え

る生徒は 98％だった。 

・ゴミの持ち帰りと分別に

ついて、何度か呼び掛け

を行った結果、「家庭ごみ

の持ち帰り、ごみの分別

等のルールを守ることが

できた」 と答える生徒は

98％だった。 

Ａ 

・壁、扉、水道など汚れが

目立つ箇所に対しての取

り組みに力を入れ成果を

上げた。清掃分担箇所等

が適正かどうか総合的に

判断し、来年度再考して

いきたい。 

・教室内や購買などのゴミ

捨て場は、比較的分別等

ルールが守られていた。

更に持ち帰る習慣を付け

られるよう働き掛ける。 

・「自ら進んで挨拶が

できる」「交通ルー

ル・マナーを守る」

と答える生徒 90%

以上 

・交通事故件数 20 件

未満 

・学校周辺および通

学路の危険個所の

調査・確認・周知 

・「自ら進んで挨拶ができ

る」と答えた生徒 94％、

「交通ルール・マナーを

守っている」と答えた生

徒 99％。 

・交通事故件数 13 件（11

月末現在） 

・浜松市「いっちゃお！」

の活用を継続して呼び掛

けた。 

Ｂ 

・昨年同様に生徒アンケー

トの結果は良いが、社会

的な目線で考えればまだ

まだ指導の必要性があ

る。 

・交通ルール・マナーに関

しては、命に関わること

でもあるので、継続的に

指導をしていく。 

ウ 

体系的な

キャリア

教育の実

施 

・「進路指導を含めた

キャリア教育（総

合 的 な探 究の 時

間）が充実してい

る」と答える生徒

90%以上 

・「進路指導を含めたキャ

リア教育や進路指導が充

実している」と答えた生

徒 90％。 

Ａ 

・探究活動の計画的な指導

もあり、充実していると

答えた割合が増加した。 

・年間の進路指導計画を年

度当初に立て、系統的に

指導を行うことができ

た。 

・探究活動やボランティ

ア、資格取得が総合型選

抜につながるような指導

法を検討したい。 

・卒業前アンケート

で「決定した進路

先 に 満足 して い

る」と答える生徒

90%以上 

・12月に進路が内定した３

年生に対してアンケート

を実施。「決定した進路先

に満足している」と答え

た生徒は 98％。 

Ａ 

・進学では、総合型選抜、

学校推薦型選抜で内定し

た生徒が多く、第１希望

の進路を実現できた生徒

が多いと考えられる。ま

た、就職ではほとんどの

生徒が９月実施の１回目

の採用試験で合格した。 
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エ 
国際理解

教育の推

進 

・ランチ交流会を３

回以上実施 

・浜北国際交流協会

との連携 

・留学生３名（アイスラン

ド、アメリカ、インドネ

シア）が約４カ月間滞在

し、全クラスの授業に入

り、一部の授業では相互

プレゼンを行った。 

・浜北国際交流協会の協力

を得て、タイ国シリント

ン学校との交流が順調に

継続できている。 

Ａ 

・留学生を積極的に受け入

れることで、留学生と交

流する生徒が拡大した。 

・留学生のホストファミリ

ー探しが課題となってい

る。 

・第２回タイ研修を

実施 

・タイ国シリントン学校と

の交流事業で、代表生徒

10 名・教員２名が、タイ

を訪問する研修を企画

し、計画的に準備を進め

ることができた。 

・しかし、タイとカンボジ

アの紛争により、８月の

訪問を 12月に延期、更に

12 月の訪問も出発直前に

中止となった。オンライ

ンでの交流を実施した。 

Ａ 

・コロナが収束し、７年ぶ

りにようやくタイ研修が

実施できると期待した

が、国際紛争により、タ

イ研修の中止が余儀なく

された。海外研修の難し

さを実感している。 

オ 

大学や企

業 ・ 地

域・保護

者等との

連携や協

働活動、

貢 献 活

動、広報

活動（探

究の時間

を含む） 

・県大会出場 10 部活

以上 

・１部活１地域交流

活動（地域貢献活

動・協働・連携等）

の周知と実施   

・校内への普及体制

（窓口）の確立 

・予選を突破しての県大会

出場は９部活であった。 

・1 部活 1 地域交流活動は

中学生との交流も含めて

14 部活で実施した。 

Ｂ 

・運動部 12部活・文化部

13 部活があるなかで、多

くの部活動が活発に活動

し、充実した生徒の活動

が見られた。 

・地域交流活動に関して

は、まだまだ少なく、地

域と交流していこうとす

る動きを活発にできるよ

う、情報提供したい。 

・各委員会の開催年

５回以上 

・各委員会でそれぞれ５回

以上の活動を実施できて

いる。 

・槙の葉祭や体育大会は、

保護者や一般に向けて公

開することができた。 

Ａ 

・委員会活動に関しては、

各委員会で積極的に活動

することができた。 

・学校行事は、新たな形を

取り入れながら実施する

ことができた。 

・地域との連携活動ができ

る場面を意識的に組み込

んでいき、更に活発化さ

せていきたい。 
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・地域等と連携した

防災教育の機会２

回以上 

・地域防災リーダー

育成と防災訓練の

見直し 

・家庭や地域との連

携による、保護者

等の学校行事への

理解や参画 

・避難訓練の見直しを行

い、体育館への避難方法

を試行・検証した。 

・地域防災訓練への参加率

は 24％。 

・PTA だよりの発信をきず

なネットを使用し、デジ

タル化した。 

・「ＰＴＡ活動は保護者と

職員が協力して活発に行

われている」と答える保

護者が 88%。 

Ｂ 

・今年度、体育館避難を試

行し、その成果を検証し

たが、防災研修にて、教

室内待機の避難法を新た

に紹介された。本校では、

教室内待機の避難法が適

していると考えられるた

め、来年度は最適な避難

方法について検討してい

く。 

・連携したキャリア

教育の機会３回以

上 

・６月の物産展、８月のフ

ィールドワーク、10 月の

「総探の日」に、大学や

地域の店、企業等と連携

し、それぞれの活動を行

った。２月の「発表会」

には、関わっていただい

た企業や保護者を招待し

た。 

Ａ 

・大きな行事だけでなく、

普段の探究活動の中にも

協力してもらえるような

仕組み（連携）を作って

いきたい。 

・連携又は協働した

安全教育の機会１

回以上 

・ＳＣ（スクールカ

ウンセラー）によ

る相談を年 20 回以

上 

・熱中症予防講座（運動部

１年生）、思春期講座（１

年生）、薬学講座（全学年）

を実施し、外部講師から

指導講話をいただき安全

教育を実施した。 

・ＳＣによる相談を年 20

回実施。 

Ａ 

・アンケート結果から、生

徒たちは外部講師の講話

から多くを学んでいるこ

とが分かる。安全教育充

実のために、生徒の実態

に合わせた内容で、来年

度も継続して行いたい。 

・ＳＣの定期的な訪問によ

り、生徒や保護者が気軽

に相談できる環境があ

る。教員の勉強会の講師

も務めていただき、学校

の教育相談体制の向上に

寄与している。 

・３年生の進路を意

識した探究活動の

構築 

・「行きたい学校づく

り」事業を通じた

探究活動の３年間

の流れの検証・見

直し 

・学校運営協議会委

員や地域の方の参

画による探究活動

やＣＳ（コミュニ

ティ・スクール）

の充実 

・探究活動の３年間の流れ

が構築できた。特に、今

年度は、２年生のテーマ

をＳＤＧｓから進路を意

識した自由テーマへと変

更した。 

・「総探の日」には、学校

運営協議会委員をはじ

め、21 人の方に講師とし

て参画いただいた。「発表

会」は、中学校や高校、

保護者にも来ていただい

た。 

Ａ 

・２年生のテーマを自由に

変更したことが、来年度

の活動にどう影響する

か、またどのように進路

指導につながるかを検証

する必要がある。 

・フィールドワークの行き

先について、来年度検討

したい。 

・地域を巻き込んだ探究活

動を今後も推進してい

く。 
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 ・職員対象ＨＰ作成

研修の実施 

・行事担当や部活動

顧問によるＨＰ更

新 を 週２ 回以 上

（長期休業中は除

く） 

・Instagram のフォロ

ワー数 2,500 人超 

 （令和７年３月末

現在 1,470） 

・新ＨＰ作成研修を実施

し、行事の担当者・部活

動顧問等による記事作成

が進んだ。 

・ＨＰ更新は平均週２回以

上実施した。 

・Instagram のフォロワー

数は 2,489。（令和８年３

月末現在） 

Ａ 

・ＨＰとＳＮＳによる情報

発信、広報体制が整って

きた。 

・教職員の個人端末での撮

影防止のため、学校所有

のスマートフォンを６台

導入し、修学旅行で活用

した。データ共有の仕組

みも構築した。来年度も

行事等で積極的に活用し

たい。 

カ 
業務改善

の推進 

・各学年・分掌、運

営委員会等で意見

の集約を図り、改

善案を提示 

・各学年・分掌、教科等に

令和７年度年間計画の見

直しを依頼し、令和８年

度年間計画の修正に反映

させた。 

Ａ 

・年間計画の見直しの体制

は整った。 

・来年度に向け、年度末に

出された意見や反省を各

部署で検討し、改善案を

提案する予定である。 

・部活動計画表の作

成 （ 年間 及び 月

間）、提出 

・各部活動、年間 80

日以上の休養日の

設定を努力義務化  

・各部活動が適切な休養日

を設け、計画的な活動を

実施できている。 

Ａ 

・計画的で活発な活動が実

施できている。 

・生徒だけでなく保護者も

活動予定を閲覧できる環

境を全部活動で整えてい

く必要がある。 

・ Google Workspace 

機能の利用促進 

・アンケートの完全

ペ ー パー レス 化

（ＱＲコードの廃

止）80％以上 

・配布物のペーパー

レス化に取り組ん

だ職員の割合 80％

以上 

・Google Drive 活用研修を

行った。デジタルサイネ

ージ、Google Chat、電子

ブックを用いた情報共有

を行った。 

・各種マニュアルをほぼ毎

月作成し、授業・校務に

活用した。 

・アンケートのペーパーレ

ス化に取り組んだ職員

89％。 

・配布物のペーパーレス化

に取り組んだ職員 87％。 

Ａ 

・来年度は、デジタルサイ

ネージをイベントで活用

できるよう、コンテンツ

を作成したい。また、校

務削減のためのプログラ

ム提供も行いたい。 

・ペーパーレス化、デジタ

ル化の意識付けは定着し

たので、来年度はさらに

校務ＤＸ化を進めてい

く。 

・業務分担の明確

化・平準化（業務

負担の偏りをでき

るだけなくす） 

・業務マニュアル（要

項、引継書）の作

成・改善ができた

と答える職員 80％

以上 

・校務フォルダの整

理の徹底 

・業務分担の明確化・平準

化を意識した人事配置を

行った。 

・業務マニュアルの作成・

改善ができたと答えた職

員 89％。 

・サーバー内の校務フォル

ダの整理に取り組んだ職

員 92％。 

Ａ 

・各部署の業務分担表の整

理と見直しを行い、業務の

見える化を推進していく。 

・効率的かつ持続的に業務

が進められるよう、マニュ

アル作成及び校務フォル

ダ整理については、次年度

も重点的に取り組んでい

く。 

 


